海外研修報告：アメリカ有名５大学図書館を訪問して by 成瀬 さよ子









































































ハーバード 1636 1400 28 62 所蔵あり 所蔵あり 1987
プリンストン 1746 500 16.3 26 所蔵あり 所蔵あり 1968
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　ハワイ大学では、ライブラリアンの講義を見せてもらった。「Bibliographical and Research 
Methods Japan」という院生の課目でオンラインリソースを使った第10回目のTokiko Bazzell
さんの授業だった。担当教員のLawrence Marceau教授も一緒にアドバイスや質問をしていた。
内容的にはそれほど目新しいものではなく本学でも行っているデータベースの内容の説明や使い
方の実習であった。ただし、単発ではなくシステム的に行われていること、また最終目的は修
士論文作成のためテーマに沿った参考文献一覧を提出させることで、図書館側のねらいと授業の
内容が一致していてすばらしいと思った。我々が図書館ガイダンスの中で行っている資料やデー
タベースの使い方を、目的を明確にした体系的な授業に組み込むというのは可能であろうか？ 
総合学習の中で、それぞれテーマごとに学生を集め、毎回図書館の資料やデータベースを使って
回答させていく授業は面白いと思われる。例えば、「東亜同文書院」についてならば、大旅行誌
の検索データベースから本文にアクセスする。文中の分からない言葉・人名・地名・歴史的背
景等の調査をする。図書館職員も一緒に参加し、学生は毎回発表し報告書を提出する。最終的
にはどのような資料を使って何について調べたのか一覧表を作成させる。これを図書館として
は、主題ごとにまとめパスファインダーを作成する。図書館の資料やデータベースを使わなけ
れば授業が成り立たないというような方法であれば、図書館はもっと必要とされる場所となる。
学生が早くから勉強方法を身につけることは、その後の学生生活を有意義なものにできる。図
書館職員にとっても主題知識を蓄積出来、カウンターでのアドバイスに役立つ。職員数は減員
されたが、今後もより効果的なガイダンスのあり方を模索し続けたい。
《お詫び》
　前回の『韋編No. 29』にて継続を明記した「東亜同文書院関係目録」は、あまりに膨大なため（全61頁）
2004年9月に限定100部の冊子体目録として作成（既に品切れ）しましたので、『韋編』では継続しません。
悪しからずご了承ください。
